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　東日本大震災発生から７年、熊本地震発生から４月で２年が経過します。本町にも大

きな被害をもたらすと懸念されている巨大地震から一人でも多くの命を守り、地域を守

るために何ができるかを一緒に考えてみませんか？

　平成29年度東浦町消防団観閲式を行い

ます。分列行進や一斉放水などを行いま

すので、東浦町消防団の活動をこの機会

にぜひご覧ください。

●と　き　３月11日（日）

　　　　　午前９時30分～

●ところ　北部グラウンド

●問い合わせ　防災交通課　内線２５９

～減災はご近所の底力から～

申込不要 入場無料 

●講　師

　日本福祉大学　減災連携・支援機構副機構長

　日本福祉大学　災害ボランティアセンター長　野尻 紀恵氏

　大学卒業後、高等学校教諭、神戸常盤大学短期大学部幼児教育学科

専任講師として勤務し、平成23年４月より日本福祉大学社会福祉学部

准教授。現在、春日井市・小牧市・一宮市・半田市・常滑市・南知多町・

豊橋市・田原市・大阪府茨木市・愛知県教育委員会の SSW 事業スー

パーバイザーを務めている。

●主　催　町

●協　力　社会福祉協議会、自主防災会連絡協議会、東浦防災ネット

Ｊアラートを活用した

情報伝達訓練を行います

３月14日 消防団観閲式

文化センターところ
午後2時～
　3時30分3 25 日月 日と　き

　Ｊアラート（全国瞬時警報システム）を活用した全国一斉情報

伝達訓練にあわせて、東浦町でも緊急情報伝達のための訓練放

送を行います。

　これにより、町内13か所の屋外拡声器のほか、家庭用の同報

無線戸別受信機、防災ラジオから訓練放送が流れます。皆さま

のご理解とご協力をお願いします。

Ｊアラートってなに？

　Ｊアラートとは、国から直接住民に緊急情報を伝えるシステ

ムです。国が送信した弾道ミサイル情報、津波情報、緊急地震

速報などが、市町村防災行政無線などを通じて、住民へと瞬時

に伝達されます。

●と　き　３月14日（水）　午前11時頃

●放送内容

　「これは、Ｊアラートのテストです。」×３回

　「こちらは、こうほうひがしうらです。」

●問い合わせ　防災交通課　内線２３５
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